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（1）研究主題

（2）主題設定の理由

改訂された学習指導要領では，ゆとりをも

ってじっくり学ぶことができるように，学習

内容が基礎・基本に厳選されている。すべて

の子どもに基礎・基本を確実に身につけさせ

るために，教師は一人ひとりの子どもが最適

に学習できる居場所を保障し，自己を思う存

分に発揮できるようにかかわることが大切で

ある。

こうした教育課題に対し，今日学校では，

子ども一人ひとりのよさや可能性を伸ばし，

個性を生かす教育の充実が求められている。

一般に個性とは，「よさ」「その子らしさ」

「持ち味」「発想」などといわれるが，それは，

学習に対し一人ひとりが主体的に学ぶことに

よって初めて生まれるものである。

したがって，個性を生かすためには，まず

子どもの関心や地域の特性をふまえながら，

調べ学習や表現活動など，子どもの具体的で

多様な活動・体験が広がる授業を創造してい

くことが必要である。また，各教科等の関連

を図り，系統的，発展的な指導の取り組みな

ど，特色ある教育活動を展開していかなけれ

ばならないと考える。

（3）研究の仮説

（1）仮説について

多様な学習活動や体験的活動には，観察や

調査，地域行事への参加等の直接的なものか

ら，取材やビデオ・写真からの読み取り等の

間接的なもの，その他，劇化や実験・制作等

多くのものがある。

特に，身体活動を伴い，具体的な場に身を

置く作業的・体験的な学習は対象への関心・

意欲を育てる場を設定することができる。

また，こうした学習においては，受動的に

知識が注入されるのではなく，自ら手法や知

識，概念を把握することが要求される。困難

を伴う分だけ達成された学習から得られる満

足感や成就感は大きい。しかも，その過程で

得られた学習の成果として，自らの考えを積

極的に表現しようとする能力を身につけさせ

ることができる。そこでは，既成の方式や固

定的な考え方にとらわれない個性を生かした

表現力が育成されるはずである。

したがって，作業的・体験的な学習を教材

化していくことは，子どもの社会的事象に対

する興味・関心を深めるとともに，主体的な

学習を通して，自ら学ぶ力を高め，社会的事
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1 研究主題と計画

子どもの具体的かつ多様な体験的活動

が展開できる教材を工夫するならば，

一人ひとりが個性を生かし，主体的に

学習を進めていくであろう。

2 研究に対する基本的な考え方

一人ひとりが個性を生かし，主体的に

取り組む教材の工夫
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●写真1／「１班の考えはすごいね。思いつかなかったよ。」

象を深めることができるものと考える。

（2）本実践と研究主題との関連

今も昔も，人々はよりよい生活を求めて，

地域社会の向上や発展のために様々な努力を

積み重ねている。また，現在わたしたちの生

活があるのは，人々の生活を高めるための地

域の開発や保全に尽くした先人の働きがあっ

たためである。

本単元では，そうした具体的な事例として

熊本県矢部町にある「通潤橋」の建設を取り

上げ，当時の人々の生活状況や考え方を技術

や道具等の面から捉えさせていくことがねら

いである。ここでは，資料や見学等で調べた

内容を整理し，絵・物語・劇など創意工夫を

凝らした表現活動を通して，子どもたちのそ

れぞれのよさや可能性を大切にしていきたい。

（1）単元　第4学年

社会科「くらしを高める願い～台地に水を

～」

（2）指導計画

本単元の実施授業の構成を下の資料1に示

した。

劇化活動では，総合的な学習を10時間位置

づけた。

（3）指導の実際

①学習課題づくり

見学，劇等の体験的な活動を効果的に行う

ためには，まず子どもたちに学習目的を持た

せることが大切である。そこで，絵カードを

使った課題づくりの授業を考えた（写真1）。

この授業で使用したカードは，通潤橋が完

3 指導の実際

①６枚の絵カードを並べながら，通潤橋ができる 
　までの話の筋を予想し簡単な説明をつける。 
②絵カードの解釈の共通点や違う点を整理し，学 
　習課題をつくる。 
③班毎に調査の計画をたてる。 

・写真やビデオから，通潤橋や建設者について関 
　心を持つ。　　　　　　　　　　　　　（関心） 
・通潤橋が作られた経緯を絵を見なが考えること 
　ができる。　　　　　　　　　　　　　（思考） 
・絵カードを見比べながら，工事や人々の願いに 
　ついて疑問点や調べたいことを整理する。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（関心） 

④学習課題について図書資料やインターネット資 
　料を参考に調べる。 
⑤見学に行き，資料館での取材や通潤橋の見学を 
　通し，認識を深める。 

・計画に基づいて，調査活動を進め，調べたこと 
　を整理することができる。　　　　　　（表現） 

⑥調べたことをもとに，個人で通潤橋物語（作品） 
　をまとめる。 

・当時の人々の様子や考え方，願いなどに触れな 
　がら，生活の向上に尽くした先人の働きをつか 
　む。　　　　　　　　　　　　　　　　（理解） 

 
⑦わかったことや考えたことを整理し，「台地に 
　水を」の劇づくりの計画をたてる。 
⑧学習発表会で劇を発表する。 

・シナリオ，せりふ，通潤橋の模型等の作成を通 
　し，通潤橋の建設にあたった人々の願いや知恵， 
　当時の生活状況について理解する。　（表・理） 

⑨これまでの学習内容を整理し，自己評価をする。 

主な学習活動  過程 時間 

３ 

４ 

２ 

10 
 
総 

１ 

評　　　　価  

・要点を整理しながら，学習内容を理解すること 
　ができる。　　　　　　　　　　　　　（理解） 
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「台地に水を」の劇で表現しよう 

●資料1／社会科「くらしを高める願い」の指導計画（全20時間）
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成するまでの際立った場面を意図的に６つ選

び，絵図化したものである。本時は，６つの

カードを使って前時に考えた通潤橋物語の粗

筋の発表を通し，絵の解釈のよさに気づきな

がら，お互いの疑問点や調べたいことを明確

にしていった（資料2）。

②調査活動

学習課題ができたら，まず，学校図書館に

ある参考図書やインターネット情報，教室掲

示した資料をもとに通潤橋に関する情報を集

めていった。通潤橋は，県内に残る石橋の中

でも最大級であり，しかも水道橋という他に

例のない役割を持っていることから，文献や

インターネット情報にも豊富な数で掲載・紹

介されており，子どもたちは，自分の課題に

そって意欲的に見学の事前学習に取り組んで

いった。

その後，社会科見学旅行を計画し，石橋の

歴史資料館である石匠館（東陽村）での学習

や通潤橋の見学を行った。石匠館では，館長

さんから通潤橋の構造や建設者布田保之助に

ついて説明を聞いたり，質問をしたりしなが

ら理解を深めていった（写真2）。また，石の

重さを体感したり（写真3），模型でアーチの

積み上げを体験したり（写真4）と，館内施設

の活用を楽しんでいた。

次の通潤橋の見学では，実物を目の前にし

た子どもたちは，「うわあっ，こんなにでか

いの！」と驚きを表した。橋の上で周囲の地

形を観察し，高い台地に水を引くことの困難

さや水の吹き出し口が石管内のごみを流し出

す働きであることを理解しながらこれまでに

抱いていた疑問や学習課題について追及・調

査を進めていった（写真5）。

●資料2／学習課題づくりの授業の流れ

●写真2／石橋の仕組みの説明

●写真3／重いぞ ●写真4／「輪石はこうして積まれたんだ」
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③通潤橋物語の制作

調査・見学を終えた後，通潤橋ができるま

での物語を一人ひとりの創意工夫を生かした

表現法で作成することにした。子どもたちは，

パソコンや紙芝居，新聞などの方法を選択し

班毎に作品を仕上げていった（写真6）。

完成した作品は，紙人形劇，プレゼンテー

ション，模造紙など班毎に工夫をこらした表

表現方法で発表をした（写真7・8）。

④劇化活動

一人ひとりの興味・関心を十分に引き出し，

よさや可能性を生かす学習活動を進めるため

に，社会科と総合的な学習との関連を図った。

ここでは，社会科学習の発展として総合的

な学習での通潤橋物語の劇化活動を試みた。

活動を始めるにあたり，子どもたちの「通

潤橋の劇をぜひやりたい」という学習後の感

想から構想のアイデアを集約し，一人一役を

持ち，学級全員が協力して劇作りを進めるこ

とを確認し「台地に水を」の劇化活動に取り

組むことにした。

グループ毎に場面担当を決めると，シナリ

オ書き，材料集め，背景画の作成等，それぞ

れの担当で作業に取りかかった。橋の設計は，

子どもたちにとってかなりの負担になるため，

教師が担当した（資料3）。

子どもたちは，設計図を見ながら自分の体

よりも大きな段ボールをカッターや鋏を使っ●写真6／通潤橋物語の作品

●写真7／作品の発表

●写真8／作品の発表

●写真5／「吹き出し口からの水の勢いはすごいね」
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て切り取り楽しくパーツを作り上げていった

（写真9）。

輪石のパーツができると，早速組み合わせ

てみた。上からの比重が足りずに不安定なが

らも，アーチの出現に「すごい！大きいぞ。」

と，まるで橋が完成したかのような騒ぎにな

った（写真10）。

練習では，声の出し方や動作，人や物の位

置等，助言指導を繰り返すことで，子どもた

ちの表情に自信が感じられるようになった。

発表は，授業参観もかねた校内学習発表会

という場での実施となった。多数の保護者が

見に来られたが，子どもたちは，それぞれの

役割を落ち着いてやり遂げ（写真11～14），約

15分間の演技の終了後は，みんなで抱き合っ

たり，飛び上がったりと満足感や成就感を体

中で表していた。

⑤まとめ

劇化活動を終えた後，これまでの学習を通

しての自己相互評価を行った。特に劇化活動

においては，各場面をそれぞれの班で分担し

て取り組んでおり，各班の演技のよさを認め

合う機会になった（資料4）。

また，劇を通しての感想では，練習での苦

労や本番での緊張，発表後の満足感について，

それぞれが自分のやり遂げた喜びを作文で表

現していた（資料5）。

●資料3／通潤橋模型のパーツ

●写真9／「ここ押さえて」

●写真10／「輪石の完成だ」

●写真11／「毎日水汲みはつらいな。」

●写真12／「今年も水不足で稲がだめだ。」
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（1）研究の成果

課題設定から調査，表現方法に至るまで，

子どもたちの興味・関心に基く学習を組み立

ててきた。特に調査活動やまとめ方，発表方

法においては，選択の場面を数多く設定した

ことで，一人ひとりの自由な発想を引き出す

ことができた。

学習課題づくりでは，自分の想像して作っ

た物語をグル－プで発表させたことで，子ど

もたち一人ひとりが活動の主役になれる場が

でき，活発な発言が続くことになった。また，

友達の発表を聞くことによって，お互いのよ

さを認め合うことができ，物語の作成，発表

4 研究のまとめ

●資料4／児童の自己・相互評価カード

●写真13／「石工や村人たちは，石橋の完成を目指し，厳しい工事を続けました。」

●写真14／「保之助，よくやったなあ。これで村は救われる。本当によく頑張ってくれた。」
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を通し，楽しく自己表現ができたのではない

だろうか。

調査活動として校外での施設活用，見学と

いう場を位置づけることにより，自らの体験

や思いを当時の人々の考えや願いと重ね合わ

せながら学習を深めていくことができた。特

に橋の構造や水不足に悩まされた地形の特徴

について，具体的に理解することができた。

通潤橋物語の作成においては，課題づくり

の際に考えたものと比べ，話の筋が明確にな

り，また新たな情報も加わり，一人ひとりが

調べたことを確実に自分のものにして表現し

ていた。いつ，誰が，何のために橋を作った

のか，その後どうなったのかについて詳しく

書かれており，思考の変化が伺えた。また，

保之助の功績だけでなく，周囲の農民たちが

どのような願いを持ってくらしをしていたか

についても物語の中で述べている。このよう

に，子どもたちは，自分がいろいろな手段で

得た情報を整理し，自由なカットや吹き出し

を入れながら通潤橋ができるまでの様子を物

語として表現していった。

劇化活動については，発表の得意でない子

は大道具の係に，活動的な子は保之助や農民

の役に，作文の得意な子はナレーターにとい

うように，自分や友達のよさを生かした配役

を考えていた。また，せりふを自分の言葉に

直したり衣装を手持ちの材料で作ったりと，

各自工夫を凝らす場面も多く見られた（資料6）。

また，社会科と総合的な学習の時間との関

連を図った表現活動を位置づけることで，

ゆとりの中でじっくりと問題解決に取り組む

ことができ，効果的な学習活動を展開するこ

とができた。

まとめの過程では，評価カードや感想の中

で，子どもたち一人ひとりが学習の主役とな

り，学習のねらいとしているものを楽しみな

がら自分なりに掴んでいたことが伺えた。

学習の満足感や成就感を体得する経験は，

子どもたちそれぞれにとって自信となり，次

なる発展的な活動に対しても，さらに意欲を

喚起させることができると考える。

（2）今後の課題

これまで，子どもたち一人ひとりが，自分

のよさや可能性を生かしながら，意欲的に取

●資料5／児童の作文の一部



り組んでいけるような教材を，子どもの発達

段階に応じて工夫してきた。

この教育実践に当たって，次のことが課題

としてあげられる。

今後は，これらの課題解決に向けて実践を

重ねていきたい。

30

・作業的・体験的な活動を通した学習に

おける，継続性を持った評価のあり方

の研究。

・地域教材の開発の視点から，地域の人

たちとの触れ合いのある学習活動の展

開。

・さらなる地域素材や人材の発掘と活用

法

●資料6／児童の考えた台本の一部




